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１．セットアップの方法

１）　「CI-NET LiteS Ver.2.1形式データチェックツール.zip」を解凍します。

２）　解凍したフォルダ内は以下のフォルダ、ファイルで構成されます。

がプログラムです。
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２．データチェック

２．１　CI-NET LiteS Ver.2.1形式ファイルの準備

データチェック対象とする鑑ファイル（拡張子：INF）、明細ファイル（拡張子：DAT）を
同じフォルダに配置します。

※同じ物件のINFファイルとDATファイルは、同じ名称のペアである必要があります

INFファイルのみ、またはDATファイルのみの場合でも、チェックできます。
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２．２　データの取込、表示

１）プログラムを起動します。

２）データ取込
①初期画面が表示されますので、「ファイルを開く」ボタンをクリックします。

②INFファイル（またはDATファイル）を指定します。

INFファイルを指定した場合はINFファイルの内容、
DATファイルを指定した場合はDATファイルの内容が表示されます。

※INFファイルは１行（改行コード１つまで）となりますので、改行コードが２つ以上存在する場合は
　　以下のエラーメッセージが表示されます。
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３） データ種類
①「全体情報部分（INF)」ボタンを押すと、INFファイルの内容を表示します。

②「明細情報部分（DAT)」ボタンを押すと、DATファイルの内容を表示します。

※同じフォルダ内に同名ファイルが無い場合は、存在するデータのみを表示します
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２．３　データチェック

１）INFのチェック
①INFデータを表示中に、「チェック実行」ボタンを押します。

②エラーがあった場合、新しいウィンドウでエラー項目の一覧が表示されます。
　　また、該当箇所の背景色が強調表示されます。

※エラーの種類、メッセージ内容については別表１を参照

※エラーが無い場合は、以下メッセージが表示されます
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③以下のオプション設定が使用可能です。

・禁止文字

CI-NET LiteSとして「利用可能な文字」には含まれない文字（禁止文字）のうち、
以下文字はエラーとみなさないよう指定可能です。

※オプション指定により利用可能となる文字

・丸付数字　（　①、②、③、④、⑤、、、、⑨、⑩、⑪、、、⑲、⑳）

・ローマ数字（　Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、、、、Ⅸ、Ⅹ　）
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２）DATのチェック
①DATデータを表示中に、「チェック実行」ボタンを押します。

②エラーがあった場合、新しいウィンドウでエラー項目の一覧が表示されます。

※エラーの種類、メッセージ内容については別表１を参照

※エラーが無い場合は、以下メッセージが表示されます
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③以下のオプション設定が使用可能です。

・禁止文字

CI-NET LiteSとして「利用可能な文字」には含まれない文字（禁止文字）のうち、
以下文字はエラーとみなさないよう指定可能です。

※オプション指定により利用可能となる文字

・丸付数字　（　①、②、③、④、⑤、、、、⑨、⑩、⑪、、、⑲、⑳）

・ローマ数字（　Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、、、、Ⅸ、Ⅹ　）

・明細の並び順

明細コード[タグ：1200]において、昇順で並べられていることをチェックしていますが、
総括明細のみを先頭に並べるなどして順番が前後する場合、エラーとみなさないよう
指定可能です。

例）オプション指定しない場合、エラーとなるケース

明細コード
0001 ・・・総括明細行
0001001 ・・・総括明細行
0001002 ・・・総括明細行
0002 ・・・総括明細行
00010010001 ・・・内訳明細行

※0002と00010001001が大小逆転しているため、エラー

オプション指定した場合、上記例はエラー無しとなります。
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２．４　データチェック結果の保存

１）INFファイルのチェック
①エラー表示画面より「CSV出力」ボタンを押します。

②保存先を選択します。

※保存場所、ファイル名は変更可能です。
　　変更しない場合、以下ファイル名となります。

XXXXXX_d_err_20170731999999.csv

XXXXXX　　　　　　　・・・　チェック対象のファイル名となります
d（またはi) 　        ・・・　ファイルの種類となります（i：INFファイル、d：datファイル）
20170731999999　・・・　ファイルを保存する際の年月日時分秒となります

③保存したCSVファイルはExcelソフトなどで閲覧可能です。
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２．５　チェックエラー箇所の特定方法

１）エラー表示画面よりジャンプ

①エラー表示画面より、表示させたい行をダブルクリックすると、データを表示している画面側にて
　該当の行が表示されます。

ダブルクリック
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２）テキストエディタで表示

①エラー表示画面にて表示している「行No.」は、元のDATファイルの行数と一致しています。

②サクラエディタなど、行番号の表示されるテキストエディタでDATファイルを開くと
　該当箇所が確認できます。

なお、該当行の明細コードも、該当箇所の特定にあたって参考となります。

■参考■

・サクラエディタ（フリーソフト）
http://sakura-editor.sourceforge.net/

※ダウンロード　＞　インストーラパッケージダウンロード　＞　V2(Unicode版)
※2017/7/14時点の最新版は2.2.0.1
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別表１

◆メッセージ一覧
＜全体情報（ＩＮＦ)チェック一覧＞
No チェック項目 エラー内容 対処方法 備考

1 項目数 項目数エラー（xx 項目） ＸＸＸＸ はxx 項目としてください。

"ＸＸＸＸ" にはデータ種類名を表示
"xx" には最大項目数を表示
       （全体情報の場合は95、
 　　　明細情報の場合は20）

2 必須 必須エラー 該当項目は入力されている必要があります。

3 必須 情報区分エラー
情報区分は設備見積依頼「0303」または設備見
積回答「0304」である必要があります。

設備見積依頼の場合、サブセットバージョンは
REQSET02.00、訂正コードは1である必要があり
ます。

設備見積回答の場合、サブセットバージョンは
QUOSET02.00、訂正コードは1である必要があり
ます。

5 桁数 byte数超過エラー 該当項目はxx バイト以下としてください。 "ｘｘ" には最大バイト数を表示

6 属性 属性エラー：ＸＸＸＸ 該当項目はＸＸＸＸ である必要があります。
"ＸＸＸＸ" には文字の種別を表示
（半角文字、数字、数値など）

7 禁止文字 禁止文字エラー
「Ｘ 」は使用できない文字のため、修正してくださ
い。

"X" には入力されている禁止文字
を表示

＜明細情報（DAT)チェック一覧＞
No チェック項目 エラー内容 対処方法 備考

1 項目数 項目数エラー（xx 項目） ＸＸＸＸ はxx 項目としてください。

"ＸＸＸＸ" にはデータ種類名を表示
"xx" には最大項目数を表示
       （全体情報の場合は95、
 　　　明細情報の場合は20）

2 必須 必須エラー 該当項目は入力されている必要があります。

3 桁数 byte数超過エラー 該当項目はxx バイト以下としてください。 "ｘｘ" には最大バイト数を表示

4 属性 属性エラー：ＸＸＸＸ 該当項目はＸＸＸＸ である必要があります。
"ＸＸＸＸ" には文字の種別を表示
（半角文字、数字、数値など）

5 禁止文字 禁止文字エラー
「Ｘ 」は使用できない文字のため、修正してくださ
い。

"X" には入力されている禁止文字
を表示

6 階層構造 親項目なしエラー
該当行より上に１階層上の総括明細行が存在す
る必要があります。

7 階層構造 明細コード並び順エラー
親階層と子階層が順番に並んでいることを確認し
てください。

8 コード組合せ コード組み合わせエラー
「明細行種類の表現」として存在する組合せであ
る必要があります。

9 コード組合せ
内訳明細に子階層エ
ラー

内訳明細に子階層は登録できません。総括明細
の子階層となるよう修正してください。

10 コード組合せ
警告：ＸＸＸＸ に内訳明細
なし

ＸＸＸＸ の子階層となる行を作成してください。
"XXXX" にはE、B、Qの名称を表示
（エレメント親行、別紙親行、代価親
行のいずれか）

11 コード組合せ フラット階層に子階層
エレメント、別紙、代価親行の中でさらに階層をも
たせることはできません。

12 コード組合せ 階層内不整合エラー
同一階層内に総括明細行と内訳明細行が混在し
ないよう修正してください。

13 コード組合せ 本体行なしエラー
同一の明細コードを持つ本体行を追加してくださ
い。

4 必須 全体情報組合せエラー
設備見積依頼、設備見積回答は情
報区分コードにより判定
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